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第 16 回奉神礼基礎講座「ポロキメンとアリルイヤ」の第 2

回、今回は実技編として「使徒経の使い方」をとりあげます。

これから誦経を始めようという方の参考になるように、聖使

徒経の読み方、聖堂での実際の動きの例、司祭や聖歌とのや

りとりを解説します。今日 1 回では終わらないと思うので、

次回「歌い方」の工夫を考えます 

Slide2 

 前回の講座でお話しましたが、ポロキメンは使徒経への、

アリルイヤは福音経への、これから読まれる聖書の読みへの

前ぶれ、ファンファーレ、歓びの知らせです。またポロキメ

ンやアリルイヤで歌われる句の多くは聖詠（詩編）からとら

れており、旧約に預言されていたことがハリストスによって

成就したことを表します。詳しくは前回のビデオをごらんく

ださい。QR コードはこちらです。 
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 今日は実技編として、具体的に『使徒経』の使い方、調べ

方を学びます。すでに誦経をやっておられる方には物足りな

いかもしれませんが、『使徒経』の仕組み、成り立ちなども交

えながら解説していきます。 

『使徒経』。正式には『聖使徒経』はこの赤い表紙の本です。

新約聖書のうち、福音書と黙示録以外の箇所、使徒の活動記

録、手紙を収録した本文 506 ページと、どこを読むか、ポロ

キメンやアリルイヤの句などの必要な情報を載せた付録 124

ページの二部構成になっています。 

本文の目次 
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 まず、本文の目次を見てみましょう。「聖使徒行実」から始

まって、22 のタイトルが並んでいます。正教会は一般のプロ

テスタントの聖書と呼び方が違うだけでなく、収録の順番も

異なります。どちらも使徒の活動を記録した「使徒行実」「使

徒行伝」「使徒言行録」で始まりますが、一般の聖書では、そ

のあとに聖使徒パウエル（パウロ）の手紙があって、そのあ

とにイヤコフ、ペトル、イオアン（ヨハネ）ユダの公書が来

ますが、正教会の場合はイアコフ、ペトル、イオアン、ユダ

の公書が先になっています。公書というのは、特定の教会宛

ではなく、複数の教会で回し読みするように書かれた手紙で
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す。 

聖使徒パウエルの手紙のうち、「〇〇人に達する書」という

のと「〇〇に達する書」とがあります。「人」がついているの

は「ロマ（ローマ）」とか「コリンフ（コリント）」とか特定

の教会に宛てて書かれたものです。それに対して「ティモフ

ェイ」とか「ティト」などは人の名前です。前書後書は、二

通あるうちの 1通目、2通目です。 

聖堂で読むときは、本文の前に「〇〇の読み」とこれから

何を読むかを告げます。使徒経の場合、「聖使徒行実」は「聖

使徒行実の読み」、複数の教会宛の公書の場合は、「何々の公

書の読み」、聖使徒パウエルが特定の教会に宛てて書いたもの

は「聖使徒パウエルが何々人に達する書の読み」、たとえば「聖

使徒パウエルがロマ人に達する書の読み」、個人宛のときは

「誰それに達する前書の読み」たとえば「ティモフェイに達

する前書の読み」などと言います。 

付録の見方 

Slide５ 

 本文の後に「付録」があります。付録はもともと別の本で

した。誦経する人にとって、この付録がとても重要で、暦や

行事別に 7つの項目に分けて書かれています。 

Slide６、７ 

目次の７項目に、便宜的に番号を付けました。 

 付録は、その日の奉神礼で使う大きな祈祷書『三歌斎経』『八

調経』『五旬経』『祭日経』などから、使徒経を読む、唱える

役割の人に必要な情報、ポロキメンやアリルイヤを初めとす

る聖詠の句や聖歌のことばなど、必要な部分だけ取り出した

もの、と考えることができます。だからもとの祈祷書別にな

っています。 

 福音経は輔祭以上、使徒経は輔祭あるいは信徒のなかから

選ばれ、祝福を受けた誦経者が読みます。誦経者、読む人で

すが、もともとは読む人ではなく、「詠う」人、ソロで歌う人

でした。聖歌をリードして、聖詠の句を歌ったり、使徒経も

ただ普通に読むのではなく、フシを付けて読みました。ギリ

シアでは今でもこんなふうに使徒経を読みます。 

＜＜オルミリア女子修道院、使徒経の読み、最後の部分＞ 

 ですから使徒経の付録は、ソロの歌い手でもある使徒経の

読み手のために、ソロで歌うのに必要な聖詠の句や歌のこと

ばを大きな祈祷書から抜粋した本といえますです。 
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 さて、正教会の奉神礼は、２つの暦、サイクルに従ってい

ます。ひとつが復活祭を中心とした暦で、毎年復活祭の日が

移動し、それに連なって日付が変わり、移動祭日とも呼ばれ

ます。復活祭から始まり、五旬祭が終わり、八調でひとめぐ

りする八調のサイクルが30何週か続いて、大斎準備週が来て、

大斎があって、受難週があって、また復活祭に至ります。こ

の暦に関係する祈祷書が『五旬経（三歌花経）』、『八調経』『三

歌斎経』です。 
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 教会にはもうひとつの暦、たとえば降誕祭とか変容祭のよ

うに〇月〇日と日付の決まっている祭日や聖人の記憶日があ

ります。固定祭日と言われます。みなさん聖名日というのを

ご存じだと思いますが、聖人を記憶する日、聖人のお祭の日

です。毎日あります。こちらは『祭日経』あるいは日本語に

まだ訳されていませんが『月課経』ミネヤという祈祷書に出

ています。 
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 目次の７項目を簡単に説明します。 

 1 番の「１、年中のアンティフォン及びポロキメン又周年毎

日の使徒経の索引」は復活祭から始まって復活祭に至る暦に

関連する日に必要な情報が載っています。日曜日はここに含

まれます。『五旬経』と『三歌斎経』がもとになっています。 

2 番の「十二月間の聖暦」には何月何日と日付の決まっている

祭や聖人の記憶に必要な情報が入っています。祭日経、それ

と日本では訳されていませんが、月課経という祈祷書が元に

なっています。 

 3 番「主日の聖体礼儀のポロキメン及びアリルイヤ共に八調」

は 1 番の復活祭を中心とした暦のうち、通常期、つまり 8 週

間で一巡りする季節の日曜日に必要な情報が入っています。

『八調経』がもとです。 

4 番の「平日のポロキメン、アリルイヤ及び領聖詞」。ここ

には八調経に基づく日曜日以外の情報がはいっています。 

5 番の「聖者に奉事する時のポロキメン、使徒、アリルイヤ及

び領聖詞」は 2番の 12 月間の聖暦のうち、小さなお祭り、聖

人の記憶日のお祈りに必要な情報が、聖人のタイプ別に、つ

まり、使徒の場合、致命者の場合、克肖者の場合などにわけ

て書かれています。 
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6 番は人生の折々に行われる機密や祈祷、儀式のため、たとえ

ば、洗礼式、婚配式、埋葬式などが含まれます。 

7 番は聖体礼儀のアンティフォンをビザンチン式で行うため

の句ですが、日本では主宰の祭日以外には行われないので、

とりあえず気にしなくて大丈夫です。 

〈復活祭を中心とする暦〉 

 さて、復活祭を中心とする暦、日曜日について見ていきま

しょう。 
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 復活祭を中心とする暦、それと毎週の日曜日、「第〇の主日」

は付録の 1ページ目、1番「年中のアンティフォン及びポロキ

メン又周年毎日の使徒経の索引」に書かれています。 

 実際の写真を見ながら説明しましょう。 

 復活祭に関連する暦に関連する日は、付録の 1 ページ目か

ら始まる「年中のアンティフォン及びポロキメン又周年毎日

の使徒経の索引」というところから書かれています。パスハ、

復活祭から始まっています。パスハの主日についてはアンテ

ィフォンとかイパコイとかいろいろ書かれていますが、この

緑の円で囲ったところに、聖体礼儀のポロキメン、使徒経の

読み、アリルイヤが書かれています。 

Slide12、13、14 

で復活祭からずっと繰っていきます。復活祭期の日曜日が

５つ、昇天祭、諸聖神父の主日、聖神降臨祭、聖神降臨祭後

の第 1 の主日、衆聖人の主日までは、同じように、ポロキメ

ン、使徒経どこを読むかも、アリルイヤもひとつところに書

かれています。緑の円で囲んだ部分です。 

 

 

 

ところが、その次の週、第 2 主日からは、左側、水色で示

したところで、そっけなく、読む箇所と第〇調だけ書かれて

います。たとえば第 2の主日、であれば、「第 1調」と調が書

かれ、読むところは「ロマ書の 81 端のなかばより」とだけで

す。 

じゃあ、ポロキメンやアリルイヤはどこにあるの？という

ことになります。 
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3 番の「主日の聖体礼儀のポロキメン及びアリルイヤ共に八

調」を見ます。 

みなさんご存じの通り、ここから先の週は週ごとに、１調、

２調、３調、４調、５調、６調、７調、８調と廻って、また

１調に戻るという８週間で一巡りの調のサイクルにはいりま

す。調はギリシア語でエコス、ロシア語でグラス、英語だと

トーンと言います。８つの調が繰り返されるので、8種類のポ

ロキメンとアリルイヤはまとめてこちらに書かれています。

昔は紙が貴重でしたから、繰り返して書かないというのは正

教会の祈祷書ではよくあることです。 

復活祭から衆聖人の主日までは元になっている祈祷書が

『三歌経、五旬経』だけれども、第２週以降は 8 週間で一巡

りする『八調経』になります。この 8 調でぐるぐるまわるシ

ーズンが終わって、再び『三歌斎経』を使う大斎準備週第 3

週になると、ポロキメンやアリルイヤも記載されています。 

Slide17 

 だから通常期の日曜日の誦経の時は、まず、1番の「年中の

アンティフォン及びポロキメン」のところで、今日は第何の

主日だから、どこを読むかをチェックして、次ぎに第何調か

を見て、 
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ここ 3 番の「主日の聖体礼儀のポロキメン及びアリルイヤ

ともに八調」のところでポロキメンとアリルイヤのことばを

チェックするという二段階になります。 

 なぜ日曜日だけ別に？、と思われるかもしれませんが、『八

調経』はもともと日曜日のために作られました。平日の部分

はあとから加えられました。ちなみに、聖書の読みも、日曜

日が先に決められたそうです。だから、平日の読みは順番に

なのですが、日曜日は飛び飛びです。教会が意図的に日曜日

の読みを選んだと考えられます。 

 具体的に、通常期の普通の日曜日の場合、明日、聖神降臨

祭後第 10 の主日の場合を例にあげてお話ししましょう。 
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 日曜日は復活祭から始まる暦に属しますから、付録の 1 番

「年中のアンティフォン及びポロキメンまた周年毎日の使徒

経の索引」の項、1ページからめくっていって、「第十の主日」

までたどります。 
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日曜日は赤字になっています。第十の主日のところを見る

と、「第 1調、コリンフ書 131 端」と書かれています。この日

が１調で、読むのがコリンフ書の 131 端だということがわか

ります。 

 「端」というのは耳慣れないことばですが、切れ端の端、

ギリシア語でペリコーペ、英語でレクションと言います。教

会は４-５世紀から暦に従って聖書を読む箇所を決めてきた

とされます。昔は写本ですから、その日読まれる一枚、一枚、

切れ端が「端」です。 

Slide20 

その切れ端を集めて本にしたのが『使徒経』であり、『福音

経』です。『使徒経』も『福音経』も最初から一冊の本として

あったのではなく、教会で、奉神礼の中で読まれた端を集め

て本になりました。 

 余談になりますが、ギリシアの『福音経』は、マトフェイ

伝ではなく、イオアン伝１章からの編集になっているそうで

す。教会の奉神礼は復活祭を起点としているからです。だか

ら復活祭で読まれるイオアン伝 1 章から始まっています。使

徒経も復活祭で読まれる「使徒行実」から始まっています。 
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 話を第 10 主日に戻します。コリンフ書 131 端と書かれてい

ますから、そこまで本文を繰ってゆきます。『使徒経』の場合

は使徒行実から、通し番号になっていて、本文上の欄外に□

で囲んで書かれています。131 端を見つけます。緑で囲みまし

た。 

教会宛の手紙ですから、読むときは「兄弟よ」（ハリストス

における兄弟姉妹よ）と教会のメンバーに呼びかけることばを

付けます。欄外に書かれています。そこから本文の赤字の★印

に飛んで、「神は我等使徒を末なる者となして・・・」と続け

て読んでいきます。そこから「主日の終」と書いてあるところ

までがその日の読みです。第 10 主日の場合は使徒の祭日と共

通なので「主日及び使徒等の終わり」と書いてある「ハリスト

スに於けるが如くせよ。」までです。読む場所がわかったら、

そこに栞をはさみます。教会で使う栞は長めのリボンのような

ものが多いですね。 
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次にポロキメンとアリルイヤの句を確認します。第 10 主日

は１調ですから、「主日の聖体礼儀のポロキメンおよびアリル
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イヤ共に八調」の１調のところを見るとポロキメンとアリル

イヤが出ています。 
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拡大すると、こうなります。 

ここにも栞を入れます。 

これで準備完了です。 

 

 

実際の流れ 
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 次に実際の流れに従って、司祭、輔祭、聖歌隊とのやりと

りを見てゆきましょう。輔祭がいない場合は司祭が輔祭の部

分も行います。細かいことは教会の事情によって異なること

もありますので、ひとつの例としてごらんください。 

 聖体礼儀が始まって、大連祷、アンティフォン、真福九端

の終わりごろ、司祭、輔祭が福音書を持って聖所に出てきま

す。「来たれハリストスの前に伏し拝まん」が歌われ、王門を

くぐって至聖所に入る「小聖入」と呼ばれる儀式、昔は聖堂

に入る儀式でした。その後、その日のトロパリ、「聖なる神」

が歌われます。「聖なる神」のあたりからスタンバイします。 
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 「聖なる神」のなかばあたりで、誦経者は使徒経の表紙を

前方に向けて、頭上に掲げて、至聖所に入り司祭の祝福を受

けます。司祭は宝座の右奥あたりにこちらを向いて立ってい

ます。 
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 誦経者は司祭の前に進み「君や、聖使徒経に祝福せよ」と

言い、司祭は使徒経の上に手をのせますから、手に接吻しま

す。 
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宝座の向こう側をまわって、北門から出て、中央のアナロ

イの前に立ちます。至聖所への出入りは原則として右から入

って左から出る、反時計回りです。至聖所でぶつからないよ

うにするための交通整理です。 
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 誦経が女性の場合は至聖所に入れないので、アナロイの前

に立って軽くお辞儀をして、祝福を受けます。 

 ポロキメンの出ているページ、通常期の日曜日だったら「主

 



奉神礼基礎講座 16 ポロキメンとアリルイヤ２（22/08/20） 

日の聖体礼儀のポロキメン及びアリルイヤ」のページを開い

て「聖なる神」が終わるのを待ちます。 
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 ポロキメンの前にいくつかやりとりがあります。 

前回お話ししましたが、古代教会では聖堂に入ってすぐに聖書

の読みでした。騒がしいので、輔祭は「粛みて聴くべし」「ご静粛

に」と声をかけます。司祭は集まったメンバーに挨拶。「衆人に平

安」（「みなさんに平安があるように」）「爾の神°にも」（あなたの

霊にも）と返し、互いの平安を祈り合います。ユダヤ教時代から

続く挨拶の形です。 

それから「叡智」（神の知恵～）と、あらためて、輔祭が声をかけ、誦経者は「ポロキメン～」と告げ、

第 1句目「主よ、我等爾を頼むが如く、爾の憐れみを我等に垂れ給え」を唱えます。続いて聖歌隊あるい

は会衆が同じ聖詠の句を歌います。すると誦経者は次の句「義人よ、主のために喜べ、讃栄するは義者に

適う」を唱え、聖歌隊／会衆は先ほどと同じ句「主よ、我等爾を頼むが如く、爾の憐れみを我等に垂れ給

え」を歌います。次に誦経者は第 1 句めの前半部分「主よ、我等爾を頼むが如く、」を唱え、聖歌隊／会

衆が後半部分を引き継いで「爾の憐れみを我等に垂れ給え」と締めくくります。ここまで聴いてみましょ

う。（録音） 

 同じ歌を 2回と半分繰り返すのがポロキメンの基本パターンですが、前回お話しした大ポロキメンのよ

うに 4回半繰り返すこともあるし、主日と祭日が重なった場合などは両方を歌う場合もあります。 

 「ポロキメ～ン」と告げた後に「第１の調べ～」と１調であることを告げ、１調のメロディでソロで歌

うこともできます。むしろそれが本式ですが、無理してやらないでください。聖堂の真ん中で堂々と歌う

のには度胸と訓練がいります。 

 ここの誦経者と聖歌の掛け合いがなめらかに、活き活きと進んでいく感じがあると、ファンファーレら

しくなります。詳しくは次回お話しします。 
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 ポロキメンが終わると使徒経の読みです。栞を入れた箇所、

指定された箇所を開きます。 

 再び輔祭が「叡智」（神の知恵～）と呼びかけます。誦経者

は「聖使徒パウエルがコリンフ人に達する前書の読み～」と

何が読まれるかを会衆知らせます。それから輔祭がもう一度

「粛みて聴くべし」と唱え、誦経者は「兄弟よ～」と教会の

メンバーに向けて使徒経本文を読みます。 

Slide31 

欄外の「兄弟よ」から始めて、赤い★印の「神は」に飛び

ます。ずーっと読んでいって「終わり」と書いてあるところ

までです。最後の一語はちょっと伸ばして、「ハリストスに於

けるがごとくせーよ」あるいは「ハリストス於けるが如くせ

ーよー」のように、ちょっとフシをつけて、「終わるよ～」と
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いうサインを出します。合図がないと司祭の次のことばが出

られません。 
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 使徒経を読み終わると、また挨拶です。司祭は「爾に平安」

と、誦経者の平安を祈り、誦経者は司祭に対して「爾の神°

にも」（あなたの霊、スピリットにも平安があるように）と返

します。 
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 アリルイヤに進みます。アリルイヤは福音経へのファンフ

ァーレ、です。 

＜33-35 次回に＞ 

Slide36 

輔祭が再び「叡智」と言って、誦経者が「アリルイヤ、ア

リルイヤ、アリルイヤ」と唱え、聖歌隊あるいは会衆が「ア

リルイヤ」を歌います。誦経者は聖詠の句「願くは我がため

に仇を復し、我に諸民を従わしむる神は讃頌せられん。」を唱

え、聖歌が「アリルイヤ」を歌い、誦経者が次の句「大なる

救いを王に施し、憐みを爾の膏つけられし者ダヴィド及びそ

の裔に世世に垂るる者よ、我爾の名に歌わん」を唱え、聖歌

が「アリルイヤ」を歌い、その間に炉儀が行われます。炉儀

は大切なことの前に行われます。このあと、福音経が読まれ

るからです。聖堂は神がおられるところです。私たちは神ご

自身のことばとして福音書を聴きます。 

＜＜使徒経の終わりからアリルイヤ 

前回「アリルイヤ」は「神を賛美せよ」という喜びの叫び

だとお話ししました。 

革命前のロシアの習慣だと思いますが、アリルイヤの句が

省かれ、華やかな合唱曲の聴かせどころになり、時間が足り

ないので、炉儀を前倒しして使徒経を読んでいる間に行われ

るようになったということは前回お話ししました。 

「美しい音楽があれば、ことばは聞こえなくてもいい」と

いう誤解があったと思います。聖書や聖歌の歌詞は聖堂で唱

えられ、歌われて、それを聴くことで「生きたもの」となり

ます。部屋で一人で読むのとは違うものになります。ちょう

ど音楽は楽譜を見ても、演奏されなければ生きた音楽になら

ないのと似ています。多くの教会で、正教会の聖書は難しく

て聞いただけではわからないから、その補助としてその日の

聖書の読みを印刷したものが配られていますが、やはり、耳
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で聞くことは重要と思います。 
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次回は、聖体礼儀全体の流れから、ポロキメンやアリルイ

ヤは「どういう役割だから」「どう歌えばよいか」「歌い方で

どう変わるか」を実際に歌ってご紹介したいと思います。 

これは以前大阪で作ったパンフレットで、聖体礼儀を旅に

たとえて解説したものです。最初に、目的地「父と子と聖神

の国」が告げられ、アンティフォンで行進し、聖入で神の国

に入って、天使と共に「聖なる神を歌い、「神のことば」を神

ご自身から聴きます。ここまでが第一部「ことばの礼儀」で

す。 
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 前回からいろいろお話ししてきましたが、ポロキメンとア

リルイヤ、キーワードは「喜びの知らせ」だと思います。ま

さに「福音」という喜びを知らせます。 

朝の鐘も「ブラゴヴェスチ」と言います。「喜びの知らせ」

という意味です。修道院などで朝の鐘が最初ゆっくり、だん

だん早く響いてくると、ワクワクしてきます。＜鐘の音＞ 

正教会の奉神礼は、繰り返し、繰り返し「喜び」を知らせ

ます。聖体礼儀で喜びの源である神に出会い、交わります。「奉

神礼は、神とともに、天使や聖人たちも一緒に「喜ぶ場所」

です。私たちが「喜ぶ者」となる場所です。そして「喜びを

知らせるために」この世に帰って行きます。 

奉神礼の時、「喜び」を表し、分かち合うのに力を発揮する

のが「掛け合い」のワザです。 
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 「掛け合い」については、オンラインの奉神礼基礎講座で

は昨年の 10 月と 11 月に連祷とアンティフォンを取り上げま

したが、もう一度「掛け合いのワザ」の３としてポロキメン

とアリルイヤをとりあげようと思います。以前の番組はこち

らから見ることができます。 
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次回は 10 月の 15 日になります。 


